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く時代を体験した両者は共に、現実から目を逸らして物語の美の世界に閉じこもるラインハ
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ならあなたは劇場の仕事に全く向いていないから。』」（Jessner, Leopold, ‚Hinter dem Vorhang‘, 
S. 260. In: Fetting, S. 258ff.） 































1904 年 5 月、ハンブルクのターリア劇場支配人フランツ・ビットング（Franz Bittong 
1842-1904）及びマックス・バヒュール（Max Bachur）は、客演演出家としてイェスナーを
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呼称を「文芸作品の内的本質」（Das innerlich Wesenhafte der Dichtung）や「文芸作品の


















1918 年 11 月 10 日、プロイセン国立劇場の前身である王立劇場の総支配人ゲオルク・フ
ォン・ヒュルゼン＝ヘーゼラー（Georg von Hülsen-Haeseler 1858-1922）がその地位を退
く。上席演出家ラインハルト・ブルック（Reinhard Bruck 1885-1929）及びアルベルト・パ
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イェスナー採用の決定から 1919 年 9 月 1 日の就任までには三か月足らずしかなく、この
間にイェスナーは上述の状況を克服しなくてはならなかった。イェスナーが見出したのは、











ディートリッヒ・グラッベ（Christian Dietrich Grabbe 1801-1836）の『ハンニバル』
（Hannibal）が上演される。演出家及び主役はアルベルト・シュタインリュック（Albert 
                                                   
20 Bab, Julius, Das Theater der Gegenwart. Geschichte der dramatischen Bühne seit 1870. 
Leipzig 1928, S. 180. 
21 Kortner, Fritz, Aller Tage Abend. Berlin 1991, S. 298. コルトナーは頑固で気難しい人物と






彼が国立劇場と契約することが取り決められた。」（Jessner, Leopold, ‚Fritz Kortner und das 







であなたは契約してもらえる。私が事務所に電報で指示しておきます。』」（Kortner, S. 345f.） 
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Steinrück 1872-1929）、舞台装置はピルヒャンが担当した。このピルヒャンをプロイセン国

























ている。この時代が劇場においてもはっき                   〔図 1〕
りと示されなくてはならない。」28このような指示のもと、ピルヒャンによって段構造の舞台
が起草され、〔図 1〕にはそのモデルが示されている。1922 年 6 月 4 日、イェスナーは段構
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劇場において上演されるが、不評を買う。ブルックによる演出であったにもかかわらず、この上
演はイェスナーが国立劇場支配人を務めることに不満を抱く者達に、批判の機会を与えることと
なった。（Ibid., S. 139f.） 
27 Pirchan, ‚Erinnerungen an Leopold Jessner‘. 
28 Heilmann, S. 143. 









た 1919年 12 月 12日の『ヴィルヘルム・テル』初演においては、第四幕にリアルな谷間道
が見られなかったことからスキャンダルが引き起こされる。劇評家ヴィリ・ハンドル（Willi 
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194f.） ところで、初演の騒動に対して断固とした態度を示したことでアルベルト・バッサーマ
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北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 
No. 13, 113-129, 2013. 
 






国主義がこの作品の主題とされていた。それゆえ 1919年 12 月 12日のイェスナーによる演
























                                                                                                                                                              
役者はその陰に隠れてしまった。その結果、批評はゲスラーが登場する場に集中することになっ
た。（Heilmann, S. 151ff.） 
32 Ibid., S. 149. 
33 Rühle, S. 197. 
34 Heilmann, S. 149. 
35 Ibid., 158. 

















した 1919年 12 月 13日の『ベルリン昼新聞』の批評においては、リンゴを射る場が「これ
ほど生き生きと、緊迫感に満たされながら［…］心を奪うように上演されたことはなかった」
と述べられていた。同様に劇評家パウル・フェヒター（Paul Fechter 1880-1958）も 1919
年 12月 13日の『ドイツ公共新聞』（Deutsche Allgemeine Zeitung）において、リンゴを射
る場に関して次のように述べている。「運動、構成、組織化をはっきりと見渡すことができる。
この場がこれほど生き生きと、心を奪うように上演されることなどめったに見られたことが
ない。」 38また、作家エッカルト・フォン・ナーゾ（Eckart von Nazo 1888-1976）は 1953
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レーフィッシュ（Hans José Rehfisch 1891-1960）が次のように述べているのである。「こ
この上方において討議された件は、私達の件であった。シラーが上方にいて、私達と共に生
まれた者の一人として私達に叫んだ！このように魔術で亡霊を呼び出し、今晩この作家と私
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20歳の現代作家である。シェイクスピア、シラー、ヴェデキントを、最も若い者達と同様に、こ
の世代の語り手として見なすことができるのである。」（Jessner, Leopold, ‚Das Gesicht des 
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ペーター・ホフマン（Peter Hoffmann 1939- ）は 1966年の学位請求論文『マイニンゲン
一座からヴァイマル共和国の終わりまでのドイツにおける劇場群集演出の展開』（Die 
Entwicklung der theatralischen Massenregie in Deutschland von den Meiningern bis 
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工達』演出である。（杉浦 康則： 「オットー・ブラームの『織工達』演出に見られる群集表
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この演出は 1921年 6月 20日、グローセス・シャウシュピールハウスにおけるカールハイン
ツ・マルティン（Karlheinz Martin 1886-1948）の『織工達』演出との対比という要素も絡
み、注目されることとなった。織工の群集が舞台に登場したマルティンによる演出に関して、






























                                                   
53 Schumann, Barbara, Untersuchungen zur Inszenierungs- und Wirkungsgeschichte von 
Gerhart Hauptmanns Schauspiel DIE WEBER. Düsseldorf (Dissertation) 1982, S. 197. 
54 Ibid., S. 247. 
55 Ibid., S. 251. 
56 Ibid., S. 252. 
北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 






Bab, Julius, Das Theater der Gegenwart. Geschichte der dramatischen Bühne seit 1870. Leipzig 1928. 
Bluth, Karl Theodor, Leopold Jessner. Berlin 1928. 
Brauneck, Manfred und Gérard, Schneilin (Hg.), Theaterlexikon 1. Reinbek bei Hamburg 2001. 
Emmel, Felix, Das ekstatische Theater. Prien am Chiemsee 1924. 
Fetting, Hugo (Hg.), Leopold Jessner. Schriften. Theater der zwanziger Jahre. Berlin 1979. 
Heilmann, Matthias, Leopold Jessner – Intendant der Republik. Tübingen 2005. 
Hoffmann, Peter, Die Entwicklung der theatralischen Massenregie in Deutschland von den Meiningern bis zum Ende 
der Weimarer Republik. Universität Wien (Dissertation) 1966. 
Kortner, Fritz, Aller Tage Abend. Berlin 1991. 
Pirchan, Emil, ‚Erinnerungen an Leopold Jessner‘. In: Die Neue Zeitung, 21. Februar 1951, S. 7. 
Piscator, Erwin, Das politische Theater. Berlin 1929. 
Rühle, Günther, Theater für die Republik. Frankfurt am Main 1988, Bd. 1. 
Schumann, Barbara, Untersuchungen zur Inszenierungs- und Wirkungsgeschichte von Gerhart Hauptmanns 
Schauspiel DIE WEBER. Düsseldorf (Dissertation) 1982. 
Suhrkamp Verlag (Hg.), Bertolt Brecht. Gesammelte Werke. Frankfurt am Main 1967, Bd. 15. 
Winds, Adolf, Geschichte der Regie. Berlin 1925. 
杉浦 康則： 「エルヴィン・ピスカートルの叙事的演劇に見られる群集表現」 『北海道大学ドイツ語
学・文学研究会 独語独文学研究年報』所収 第 36号 （2009） 41-61頁。 
杉浦 康則： 「オットー・ブラームの『織工達』演出に見られる群集表現」 『北海道大学ドイツ語学・
文学研究会 独語独文学研究年報』所収 第 37号 （2010） 1-19頁。 
杉浦 康則： 『ヨーロッパ演劇における群集演出の展開』 北海道大学大学院文学研究科学位論文 
（2012）。 
 
執筆者紹介 
氏名：杉浦 康則 
所属：室蘭工業大学大学院工学研究科ひと文化系領域 非常勤講師 
Email：ys-hokudai@hotmail.co.jp 
 
 
 
